
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現

塩
　
　
見

邦
　
　
彦

は
じ
め
に

　
楊
萬
里
（
一
一
二
七
∫
一
二
〇
六
）
は
、
宋
代
で
も
南
宋
と
呼
ば
れ
る
時
代
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
同
時
代
を
生
き
た
人
物
と
し
て

二
歳
年
上
に
陸
漉
、
一
歳
年
上
に
萢
成
大
が
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
一
一

　
楊
萬
里
の
詩
は
四
千
二
百
七
十
首
と
、
宋
代
の
現
存
す
る
詩
数
中
、
陸
漉
に
つ
ぐ
多
さ
で
あ
る
。

　
彼
の
詩
の
特
色
は
、
従
来
か
ら
も
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、
詩
中
に
お
け
る
多
く
の
口
語
使
用
で
あ
る
。
同
時
代
の
陸
涛
も
詩
中
に
口

語
を
使
用
す
る
が
、
陸
涛
が
基
本
的
に
は
唐
代
の
口
語
を
多
く
使
用
す
る
の
に
対
し
、
楊
萬
里
は
宋
代
の
口
語
を
よ
ヶ
多
く
使
用
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

言
え
よ
う
。
そ
の
事
は
既
に
胡
雲
翼
氏
が
『
宋
詩
研
究
』
の
中
で
「
第
十
六
章
、
白
話
詩
人
楊
萬
里
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
彼
の
こ
と
を
論

じ
て
い
る
一
事
か
ら
で
も
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
楊
萬
里
が
白
居
易
集
を
読
み
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
げ
た
こ
と
は
、
彼
自
身
、
詩
中
で
「
偶
然
一
讃
香
山
集
、
不
但
無
愁
病
亦
無
」
（
巻

四
二
『
退
休
集
』
「
端
午
病
中
止
酒
」
）
と
表
白
し
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
人
楊
萬
里
の
評
価
は
、
彼
の
友
人
で
も
あ
っ
た
陸
涛
が

「
我
不
如
誠
齋
、
此
評
天
下
同
」
（
『
剣
南
詩
稿
』
巻
五
士
二
「
謝
王
子
林
判
院
恵
詩
編
」
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
陸
漉
自
身
の
駈
辞

だ
と
差
し
引
い
て
考
え
て
も
、
南
宋
と
い
う
時
代
を
生
き
た
人
々
か
ら
、
楊
萬
里
が
か
な
り
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
も

な
り
得
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
楊
萬
里
の
詩
が
「
白
話
」
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
陸
涛
で
さ
え
一
目
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
の
内
容
に

楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現

二
一



二
二

つ
い
て
は
、
従
来
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
小
論
で
は
、
彼
の
詩
の
中
に
使
用
さ
れ
た
口
語
語
彙
に
注
目
し
、
楊
萬
里
の
詩
の
内
容
が
、
主
に
陸
涛
と
対
比
し
つ
つ
、
い
か
に

口
語
表
現
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
際
、

A
、
唐
代
か
ら
便
用
さ
れ
て
き
た
口
語
語
彙
、

B
、
宋
代
に
入
っ
て
現
わ
れ
た
口
語
語
彙
、

の
二
方
面
か
ら
分
析
を
進
め
た
い
。
同
じ
口
語
と
は
言
っ
て
も
、
前
代
（
唐
代
）
か
ら
の
口
語
表
現
を
多
く
用
い
る
面
と
、
彼
が
生
き
た

宋
代
の
口
語
を
使
用
す
る
面
の
両
方
を
見
る
こ
と
で
、
彼
の
詩
中
で
の
口
語
表
現
の
あ
り
様
を
十
全
に
み
て
み
た
い
と
思
う
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。

　
尚
、
定
本
と
し
た
の
は
、
『
全
宋
詩
』
（
全
七
十
二
冊
、
北
京
大
学
出
版
杜
刊
）
の
内
、
第
四
十
二
冊
目
が
楊
萬
里
全
四
士
二
巻
本
で
あ

る
所
か
ら
、
こ
の
本
を
使
用
し
た
。

A
、
唐
代
の
口
語
表
現

ω
、
阿
誰
（
だ
れ
、
ど
な
た
）

　
　
「
阿
」
が
接
頭
詞
と
し
て
働
き
、
唐
代
で
は
「
阿
弦
、
阿
郎
、
阿
那
、
阿
休
、
阿
嬢
、
阿
奴
、
阿
娘
、
阿
師
、
阿
翁
」
等
、
多
く
の

　
名
詞
に
つ
く
。
楊
詩
で
は
「
阿
誰
」
の
用
例
は
二
六
例
と
、
一
人
の
詩
中
で
の
使
用
は
全
宋
詩
人
中
最
も
多
く
、
陸
涛
詩
で
は
一
例
で

　
あ
る
の
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
尚
、
陸
涛
詩
と
共
通
す
る
「
阿
∫
」
は
「
阿
弟
、
阿
堅
、
阿
母
、
阿
堵
」
位
い
で
、
楊
詩
が
友
人

　
や
過
去
の
人
物
の
名
前
の
上
に
「
阿
」
を
付
し
て
詠
う
こ
と
の
多
さ
と
比
較
し
て
も
、
陸
涛
詩
で
の
使
用
例
は
極
め
て
限
ら
れ
た
場
合

　
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
到
底
須
良
匠
、
非
渠
更
阿
誰
（
見
王
宣
子
侍
郎
二
首
、
其
二
）

　
O
　
　
◎

　
阿
誰
會
得
天
公
意
、
只
道
今
年
乞
雨
難
（
和
李
子
壽
通
判
曽
慶
祖
判
院
投
贈
喜
雨
口
號
八
首
、
其
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
登
臨
無
地
可
散
策
、
剥
啄
阿
誰
來
叩
門
（
和
王
司
法
雨
中
恵
詩
二
首
、
其
二
）



　
　
　
◎
　
　
◎

　
不
知
阿
誰
喜
柔
儒
、
毛
穎
只
今
泥
様
軟
（
試
砒
陵
周
壽
墨
池
様
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
官
年
荊
漢
説
神
殿
酉
、
非
吾
孟
君
更
阿
誰
（
送
殿
酉
家
孟
宗
良
漢
卿
）

②
、
阿
那
、
阿
那
邊
（
ど
こ
、
ど
ち
ら
）

　
　
既
に
李
白
の
詩
で
「
君
家
阿
那
邊
」
と
使
わ
れ
、
唐
代
以
来
使
用
さ
れ
る
語
彙
と
言
え
る
が
、
楊
詩
で
も
使
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
起
來
拾
得
聖
考
詩
、
燈
花
阿
那
聖
得
知
（
謝
郡
徳
構
示
淳
煕
聖
考
詩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
垂
楊
一
樫
深
深
去
、
阿
那
人
家
住
得
奇
（
過
南
蕩
三
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
雷
電
勃
興
急
捉
取
、
阿
那
精
露
會
飛
去
（
政
羅
春
伯
所
藏
高
氏
楽
毅
論
）

　
　
　
　
　
◎
　
　
O
　
　
O

　
今
君
結
屋
阿
那
邊
、
疋
似
剣
川
若
箇
言
（
寄
題
李
與
賢
似
剣
庵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎
　
　
O

　
敬
亭
宛
水
故
依
然
、
愚
璋
麟
又
渓
阿
那
邊
（
廃
過
花
橋
入
宣
州
界
四
首
、
其
二
）

㈹
、
白
雨
（
暴
風
雨
、
に
わ
か
雨
）

　
　
既
に
杜
甫
が
こ
の
語
彙
を
使
用
し
て
以
来
、
詩
人
た
ち
に
常
用
さ
れ
る
語
彙
と
言
え
る
。
杜
甫
は
四
川
の
方
言
を
と
り
入
れ
た
と
考

　
　
　
　
　
一
注
二
一

　
え
ら
れ
る
が
、
杜
甫
を
敬
慕
し
た
楊
萬
里
に
と
っ
て
も
「
白
雨
」
は
一
入
興
感
を
催
す
語
彙
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
燭
花
半
作
柴
芝
開
、
詩
興
頻
遭
白
雨
催
（
春
夢
紛
緑
）

　
　
　
O
　
　
O

　
莫
嫌
白
雨
來
差
晩
、
但
遣
黄
雲
作
大
穣
（
和
李
子
壽
通
判
曽
慶
祖
判
院
投
贈
喜
雨
口
號
八
首
、
其
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
黒
締
半
把
垂
天
外
、
白
雨
初
生
遠
嶺
邊
（
苦
熱
登
多
稼
亭
二
首
、
其
一
）

　
　
　
O
　
　
〇

　
一
聲
白
雨
催
花
鼓
、
十
二
竿
頭
総
下
來
（
正
月
五
日
以
送
伴
借
官
侍
宴
集
英
殿
十
口
號
、
其
七
）

ω
、
畢
寛
、
至
寛
（
結
局
、
つ
い
に
は
、
要
す
る
に
）

　
　
唐
代
で
は
「
必
寛
、
至
寛
、
終
寛
」
と
表
記
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
が
、
楊
詩
で
は
「
畢
寛
、
至
寛
」
の
み
で
現
わ
れ
、
「
畢
寛
」
が

　
十
二
例
、
「
至
寛
」
が
六
例
と
、
一
詩
人
の
作
中
で
の
使
用
例
と
し
て
は
多
い
方
で
あ
る
。
い
ま
夫
々
三
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
　
　
o
　
　
o

　
秋
風
畢
尭
無
多
巧
、
只
把
燕
支
滴
蓼
花
（
出
域
途
中
小
憩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
比
他
紅
紫
開
差
晩
、
時
節
來
時
畢
寛
開
一
黄
菊
）

　
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



二
四

　
◎
　
　
O

　
畢
寛
沐
輸
誰
爲
韓
、
張
穿
玉
宇
不
生
痕
（
中
秋
病
中
不
飲
二
首
後
一
首
用
轄
櫨
駿
、
其
二
）

　
◎
　
　
O

　
至
寛
通
宵
千
萬
語
、
真
實
只
是
丙
三
聲
（
不
廉
四
首
、
其
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
萬
花
不
分
不
春
研
、
至
寛
専
春
是
牡
丹
（
紫
牡
丹
二
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
秋
目
非
無
熱
、
秋
宵
至
寛
清
（
月
豪
夜
坐
二
首
、
其
一
）

⑤
、
纏
－
便
（
∫
す
る
や
否
や
：
－
：
だ
）

　
　
唐
詩
で
は
中
唐
頃
か
ら
現
わ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宋
代
に
入
る
と
頻
出
す
る
語
彙
の
一
つ
と
な
る
。
特
に
『
朱
子
語
類
』

　
で
は
「
才
∫
便
・
纏
∫
便
」
の
お
び
た
マ
し
い
使
用
例
が
あ
る
。
楊
詩
で
は
「
綾
∫
便
」
の
表
記
で
十
例
、
「
纏
∫
便
∫
便
」
が
一
例
、

　
「
纏
∫
忽
便
」
が
一
例
と
、
計
十
二
例
を
数
え
る
が
、
「
才
∫
便
」
は
現
わ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
O

　
守
臣
丙
月
榑
山
川
、
詔
旨
纏
頒
便
浦
然
（
六
月
喜
雨
三
首
、
其
一
）

　
　
　
O
　
　
　
　
　
O

　
重
陽
纏
過
便
新
寒
、
去
歳
如
今
暑
尚
残
（
晩
登
浄
遠
亭
二
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
池
泳
綻
虚
纏
如
線
、
便
有
鴛
鴛
浮
過
來
（
郡
圃
残
雪
二
首
、
其
三
）

　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
纏
看
桃
李
綿
成
園
、
忽
便
園
林
緑
作
堆
（
三
月
十
目
）

　
O
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
O

　
纏
雨
便
晴
寒
便
暖
、
四
時
佳
慮
是
春
天
（
晩
晴
二
首
、
其
二
）

⑥
、
漸
塊
・
敷
醜
（
か
た
じ
け
な
い
・
あ
り
が
た
や
）

　
　
唐
詩
で
は
中
唐
頃
か
ら
現
わ
れ
始
め
る
語
彙
で
、
宋
代
で
も
引
き
続
き
多
く
の
詩
人
た
ち
に
使
用
さ
れ
る
。
陸
詩
で
の
使
用
例
が
六

　
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
楊
詩
で
は
「
漸
悦
・
懸
娩
」
併
せ
て
八
例
と
、
詩
数
の
割
に
多
い
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
臨
渓
照
影
老
自
養
、
漸
悦
春
光
尚
相
識
（
過
秀
渓
長
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
股
勤
買
酒
謝
西
山
、
漸
悦
山
光
開
我
顔
（
過
西
山
）

　
O
　
　
O

　
漸
醜
擢
郎
能
袖
手
、
若
非
袖
手
更
無
功
（
除
干
沢
流
至
安
仁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
齋
厨
索
箕
如
懸
馨
、
漸
塊
酸
寒
遺
一
尊
（
和
王
司
法
雨
中
恵
詩
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
相
人
何
似
相
山
難
、
漸
娩
渠
儂
眼
不
寒
（
送
楊
山
人
善
談
相
及
地
理
）



⑦
、
底
事
・
底
虚
・
底
物
（
何
事
・
い
づ
れ
の
所
・
な
に
も
の
、
な
に
）

　
　
「
底
」
が
「
何
・
甚
」
の
意
と
し
て
詩
中
に
使
用
さ
れ
る
の
は
、
唐
代
で
は
盛
唐
頃
か
ら
で
あ
る
。
楊
詩
で
は
「
底
」
の
単
独
使
用

　
は
七
十
例
以
上
と
、
一
人
の
使
用
例
で
は
陸
詩
を
凌
ぐ
。
唐
代
か
ら
「
事
」
と
結
合
し
て
「
底
事
」
と
な
る
場
合
が
多
い
が
、
楊
詩
で

　
は
更
に
「
慮
・
物
」
と
も
結
合
し
て
多
く
の
使
用
例
が
検
索
で
き
る
。
以
下
、
夫
々
の
例
を
二
例
ず
つ
挙
げ
る
。

　
　
　
　
O
　
　
◎

　
出
山
成
底
事
、
籍
手
得
斯
人
（
別
蒲
挺
之
泉
州
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
不
到
湖
州
妨
底
事
、
不
如
元
不
到
橋
頭
（
湖
州
三
里
橋
取
道
徳
清
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
初
喧
乍
冷
飛
猶
倦
、
一
蝶
新
從
底
虚
來
（
浄
遠
亭
午
望
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
穫
公
不
有
騒
山
手
、
城
裏
松
林
底
虚
來
（
寒
食
相
將
諾
子
遊
穫
園
得
十
詩
、
其
九
）

　
　
　
◎
　
　
◎

　
蜜
蜂
底
物
是
生
涯
、
花
作
餓
糧
蟻
作
家
（
蟻
梅
四
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
不
知
千
里
寄
底
物
、
白
泥
紅
印
三
十
瓶
（
謝
親
戚
寄
黄
雀
）

㈹
、
得
得
（
テ
ク
テ
ク
〈
と
く
る
V
）

　
　
唐
詩
で
は
中
唐
以
降
に
便
用
さ
れ
、
宋
代
に
入
る
と
多
用
さ
れ
る
語
彙
の
一
つ
と
な
る
。
陸
詩
で
は
一
例
も
検
索
で
き
な
い
の
に
対

　
し
、
楊
詩
で
は
十
八
例
と
多
い
。

　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
吾
家
子
雲
來
得
得
、
爲
携
碧
酒
買
白
魚
（
赴
調
宿
沙
渡
族
叔
文
遠
携
酒
追
送
走
筆
取
別
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
晩
香
特
地
清
人
骨
、
多
謝
西
風
得
得
來
（
元
撃
叔
蓮
花
）

　
O
　
　
O

　
得
得
且
看
銭
塘
潮
、
莫
墓
言
撃
沼
域
柳
（
都
下
和
同
舎
客
李
元
老
承
信
贈
詩
之
韻
）

　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
先
生
來
得
得
、
一
笑
意
箭
箭
（
和
羅
巨
済
山
居
十
詠
、
其
八
）

　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
多
謝
人
來
得
得
、
踏
開
三
径
雨
中
荒
（
和
張
器
先
十
絶
、
其
七
）

⑨
、
故
故
（
と
り
わ
け
・
こ
と
さ
ら
に
）

　
　
唐
代
で
も
中
唐
以
降
に
多
用
さ
れ
る
口
語
語
彙
と
言
え
る
が
、
楊
詩
で
の
使
用
例
は
陸
詩
と
ほ
ぽ
同
じ
八
例
で
あ
る
。
前
出
の
「
得

　
得
」
と
同
様
、
宋
代
に
入
る
と
ほ
と
ん
ど
の
詩
人
が
多
用
す
る
口
語
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

　
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



二
六

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
不
鷹
如
許
哨
、
故
故
悩
吾
衰
（
晩
寒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
雨
又
垂
垂
落
、
風
価
故
故
斜
（
除
夕
宿
臨
川
戦
平
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
也
知
雨
意
將
無
悪
、
爲
勒
芳
非
故
故
寒
（
雨
裏
問
訊
張
定
由
文
通
判
西
園
杏
花
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
月
到
中
秋
故
故
無
、
今
宵
月
好
莫
渠
孤
（
中
秋
無
月
既
望
甚
佳
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
沙
鴎
脚
不
襟
、
故
故
踏
沐
翻
（
霜
塞
轄
轄
麗
二
首
、
其
一
）

⑩
、
箇
中
（
こ
の
、
こ
こ
の
く
に
V
）

　
　
陸
詩
で
は
十
四
例
と
多
使
用
な
の
に
対
し
、
楊
詩
で
は
三
例
と
少
な
い
が
、
こ
の
唐
代
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た
語
彙
を
自
已
の
詩
に

　
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

　
O
　
　
◎

　
箇
中
有
句
在
、
下
語
更
誰
曽
（
題
湘
中
館
二
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
尊
前
酔
倒
定
不
噴
、
同
來
多
半
箇
中
人
（
赴
調
宿
白
沙
渡
族
叔
文
遠
携
酒
追
送
走
筆
取
別
）

　
　
　
O
　
　
O

　
若
間
箇
中
何
所
有
、
一
腔
熱
血
和
詩
裁
（
自
政
江
西
道
院
集
戯
答
客
問
）

ω
、
何
似
・
可
以
生
（
い
か
ん
・
い
ず
れ
ぞ
）

　
　
楊
詩
で
は
「
何
似
」
二
十
二
例
、
「
何
似
生
」
三
例
と
、
陸
詩
と
比
較
し
て
も
十
三
例
多
い
。
こ
の
語
彙
、
唐
詩
で
は
盛
唐
頃
か
ら

　
使
わ
れ
始
め
る
が
、
宋
代
で
は
ほ
と
ん
ど
の
詩
人
が
頻
用
す
る
語
彙
の
一
つ
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
眼
邊
俗
物
只
添
睡
、
別
後
故
人
何
似
躍
（
和
講
判
官
東
夫
韻
寄
之
）

　
　
　
◎
　
　
O

　
分
茶
何
似
煎
茶
好
、
煎
茶
不
似
分
茶
巧
（
濃
庵
坐
上
観
顯
上
人
分
茶
）

　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
試
思
衝
熱
出
、
何
似
帯
泥
遊
（
和
文
遠
以
作
醗
相
疎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
o
　
　
o

　
青
春
已
在
残
紅
裏
、
更
着
渠
儂
何
似
生
（
和
子
上
弟
春
電
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
◎

　
只
今
夏
熱
已
如
此
、
若
倒
秋
高
何
似
生
（
夏
夜
誠
齋
望
月
）

⑫
、
禁
當
（
た
え
る
・
が
ま
ん
す
る
）

　
　
唐
代
で
は
杜
甫
が
使
用
し
て
以
来
、
多
く
の
詩
人
に
使
用
さ
れ
る
が
、
杜
甫
に
あ
こ
が
れ
た
楊
萬
里
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
詩
中



　
で
の
使
用
例
は
八
例
に
の
ぽ
り
、
個
人
の
使
用
例
の
数
と
し
て
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
雨
冷
風
酸
敷
目
彊
、
老
懐
不
可
更
禁
當
（
上
巳
三
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
蕾
説
長
江
無
六
月
、
暮
春
已
自
不
禁
當
（
過
金
毫
天
氣
頓
熱
三
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
夜
渡
驚
灘
有
底
忙
、
廃
撃
絶
礎
更
禁
當
（
廃
過
畠
町
嶺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
只
今
新
暑
已
敵
然
、
作
磨
禁
當
六
月
天
一
端
午
後
頓
熱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
老
夫
敢
與
山
争
彊
、
受
侮
不
可
更
禁
當
（
夜
宿
東
渚
放
歌
三
首
、
其
一
）

㈹
、
匹
似
、
疋
似
（
ま
る
で
∫
〈
の
よ
う
だ
V
・
∫
よ
り
は
む
し
ろ
…
…
）

　
　
唐
代
で
は
「
警
如
・
匹
如
・
匹
似
」
と
表
記
さ
れ
て
詩
中
に
出
る
が
、
楊
詩
で
は
「
匹
似
・
疋
似
」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
の
口
語
は

　
宋
代
に
入
る
と
「
匹
似
（
匹
如
）
閑
」
と
「
閑
」
を
伴
っ
て
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
場
合
多
く
は
「
あ
り
ふ
れ
た
、
普
通
の
、

　
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
の
意
で
使
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
◎

　
細
峨
秀
句
清
無
底
、
匹
似
疎
梅
寒
更
馨
（
引
見
前
一
夕
寓
宿
徐
元
達
小
棲
…
…
和
君
命
韻
）

　
　
　
O
　
　
O

　
人
生
匹
似
風
中
花
、
榮
痒
昇
沈
豊
非
偶
（
都
下
和
同
舎
客
李
元
老
承
信
贈
詩
之
韻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O
　
　
O

　
管
領
杜
公
須
竹
葉
、
在
家
在
外
匹
似
閑
（
杜
目
南
康
道
中
）

　
　
　
　
　
◎
　
　
O
　
　
O

　
過
湖
未
得
匹
如
閑
、
何
幸
湖
心
泊
書
船
（
月
夜
阻
風
泊
舟
太
湖
石
塘
南
頭
四
首
、
其
三
）

⑭
、
恰
似
（
ま
る
で
∫
の
よ
う
だ
）

　
　
唐
詩
で
は
初
唐
以
来
使
用
さ
れ
る
語
彙
。
陸
詩
で
は
十
二
例
、
楊
詩
で
も
八
例
と
、
比
較
的
宋
人
に
多
用
さ
れ
る
語
彙
の
一
つ
と
言

　
え
よ
う
。
（
例
句
省
略
）

㈹
、
聖
得
知
（
た
だ
ち
に
く
す
ぐ
V
判
る
）

　
　
唐
大
で
は
中
唐
詩
人
韓
愈
が
こ
の
語
彙
を
使
用
し
て
い
る
が
、
他
の
詩
人
は
全
く
使
用
し
な
い
。
所
が
宋
代
に
入
る
と
多
く
の
人
々

　
に
よ
っ
て
詩
中
に
使
用
さ
れ
、
陸
詩
で
一
例
、
楊
詩
で
四
例
検
索
で
き
る
。
宋
人
で
こ
の
外
に
目
に
つ
い
た
人
物
で
は
、
方
岳
、
黄
庭

　
堅
、
文
天
祥
、
呂
勝
已
、
項
安
世
、
白
玉
轄
、
李
曽
伯
等
、
詩
で
も
詞
で
も
使
用
さ
れ
る
。

　
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
◎
　
　
O

　
夜
浮
一
葉
逃
盟
去
、
己
被
沙
鴎
聖
得
知
（
夜
離
零
陵
以
避
同
僚
追
送
之
鍔
留
二
絶
簡
諸
友
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
O

　
涛
山
不
合
作
前
期
、
便
被
山
露
聖
得
知
（
寒
食
雨
中
同
舎
約
涛
天
竺
得
十
六
絶
句
呈
陸
務
観
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
◎

　
起
來
拾
得
聖
孝
詩
、
燈
花
阿
那
聖
得
知
（
謝
郡
徳
構
示
淳
煕
聖
孝
詩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

　
網
羅
最
密
是
蛛
締
、
却
被
秋
蚊
聖
得
知
（
宿
孔
鎮
観
雨
中
蛛
締
五
首
、
其
五
）

㈹
、
A
爲
復
B
（
A
か
は
た
B
か
、
A
か
B
か
）

　
　
「
爲
∫
爲
∫
、
爲
是
∫
爲
是
∫
、
爲
復
∫
爲
復
∫
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
一
般
に
呼
応
し
て
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
詩

　
で
は
「
A
爲
復
B
，
A
爲
是
B
」
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
唐
代
で
は
『
愛
文
集
』
や
李
百
薬
撰
『
北
齋
書
』
に
「
爲
∫

　
爲
∫
、
爲
是
∫
爲
是
∫
、
爲
當
∫
爲
當
∫
」
等
が
見
ら
れ
る
。
楊
詩
で
は
七
例
と
多
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
「
不
知
（
1
1
未
審
く
そ
も

　
そ
も
v
で
「
知
ら
ず
」
で
は
な
い
）
と
軽
い
疑
間
詞
を
句
頭
に
お
き
、
そ
の
後
に
「
A
為
復
B
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
不
知
蝉
報
夏
、
隷
衡
自
吟
風
（
山
居
）

　
不
知
山
與
棲
争
長
、
蔚
衡
棲
晴
山
却
移
（
寄
題
王
國
華
環
秀
棲
二
首
、
其
二
）

　
不
知
塔
意
厚
、
静
衡
船
行
遅
（
宿
湖
甫
山
）

　
不
知
病
至
此
、
静
衡
老
使
然
（
感
秋
五
首
、
其
一
）

　
不
知
雲
月
入
胸
中
、
隷
衡
胸
中
有
雲
月
（
題
曽
無
塊
月
蜜
）

㈹
、
無
籍
在
（
た
の
む
と
こ
ろ
な
し
）

　
　
唐
代
で
便
用
し
た
の
は
杜
甫
と
白
居
易
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
宋
代
に
入
る
と
苑
成
大
、
李
莱
老
、
陳
造
、
王
単
、
項
安
世
、
許

　
及
之
、
韓
漉
等
の
詩
や
詞
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
楊
詩
で
も
二
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
杜
詩
や
白
詩
で
の
使
用
例
が
彼
の
記
憶
に
あ
っ
て

　
取
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

　
何
以
閑
人
無
籍
在
、
不
妨
冷
眼
看
昇
況
（
感
興
）

　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O

　
風
似
病
癩
無
籍
在
、
花
如
中
酒
不
握
髭
（
風
花
）

㈹
、
懸
知
（
き
っ
と
∫
だ
ろ
う
く
と
思
う
V
）



　
　
六
朝
詩
で
の
使
用
例
が
最
も
早
い
例
と
言
え
る
が
、
唐
代
・
宋
代
を
問
わ
ず
詩
中
で
使
用
さ
れ
る
。
陸
詩
程
多
く
は
な
い
が
、
楊
詩

　
で
も
五
例
を
数
え
る
。

　
◎
　
　
◎

　
懸
知
今
定
雨
、
正
坐
夜
來
喧
（
明
襲
石
山
）

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
o

　
又
遣
庭
闇
訊
、
懸
知
骨
肉
情
（
夜
坐
）

　
◎
　
　
◎

　
懸
知
入
奏
目
、
不
待
貢
新
茶
（
送
樽
安
道
郎
中
將
漕
七
聞
二
首
、
其
一
）

　
◎
　
　
O

　
懸
知
住
不
久
、
且
復
相
從
嬉
（
得
壽
仁
壽
俊
二
子
中
塗
家
書
三
首
、
其
二
）

　
◎
　
　
O

　
懸
知
廃
粧
好
、
破
霧
急
來
看
（
二
月
十
四
日
廃
起
看
海
裳
八
首
、
其
一
）

⑭
、
■
魚
兄
（
さ
か
な
）

　
　
接
尾
詞
（
∫
子
、
∫
兄
、
∫
頭
等
）
が
色
々
な
名
詞
に
付
き
始
め
る
の
は
、
主
と
し
て
中
唐
以
降
と
言
え
る
が
、
「
∫
兄
」
は
盛
唐

　
の
杜
詩
に
現
わ
れ
、
そ
れ
以
降
は
多
く
の
詩
人
の
作
中
で
使
わ
れ
る
。
宋
代
に
入
っ
て
も
こ
の
傾
向
は
変
ら
ず
、
楊
詩
の
場
合
も
例
外

　
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
◎
　
　
o

　
欲
蹄
小
爲
魚
自
几
住
、
更
看
跳
波
玉
一
環
（
南
渓
暮
立
）

　
◎
　
　
◎

　
魚
兄
解
作
晴
天
雨
、
波
面
吹
成
落
鮎
痕
（
廃
坐
荷
橋
四
首
、
其
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
沐
上
水
禽
行
似
箭
、
忽
逢
嵌
慮
得
魚
兄
（
雪
中
送
客
過
清
水
間
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
一
鴎
得
得
隔
湖
來
、
瞥
見
魚
兄
眼
頓
開
（
過
新
開
湖
五
首
、
其
四
）

　
O
　
　
O

　
魚
兄
殊
畏
人
、
欲
度
不
敢
渡
（
観
魚
）

⑳
、
遮
莫
（
た
と
え
∫
で
も
、
s
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）

　
　
唐
代
も
盛
唐
頃
か
ら
使
わ
れ
る
語
彙
で
、
既
に
李
・
杜
詩
で
の
使
用
が
確
認
で
き
る
。
楊
詩
で
は
十
二
例
と
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
柄
子
向
來
元
士
子
、
詩
僧
遮
莫
更
禅
僧
（
送
郷
僧
徳
韓
二
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
◎

　
煮
茶
剥
芙
封
臆
薫
、
遮
莫
白
駒
隙
中
過
（
謝
丁
端
叔
直
閣
恵
永
嘉
影
休
研
句
容
査
目
冊
）

　
◎
　
　
◎

　
遮
莫
髭
間
離
霜
雪
、
何
曽
筆
下
減
婁
魂
（
六
月
十
八
日
立
秋
送
客
夜
蹄
雨
作
一

　
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



三
〇

　
◎
　
　
◎

　
遮
莫
披
陀
將
不
去
、
將
詩
描
取
小
玲
麓
（
出
真
陽
咬
十
首
、
其
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
市
中
貨
鳩
作
参
苓
、
遮
莫
秦
和
苦
口
争
（
政
忠
敏
任
公
遺
帖
）

帥
、
真
成
・
真
箇
（
本
当
に
・
ま
こ
と
に
一

　
　
六
朝
末
期
か
ら
詩
中
に
現
わ
れ
、
唐
詩
で
も
頻
出
す
る
語
彙
の
一
っ
と
言
え
る
。
宋
代
に
お
い
て
も
詩
人
た
ち
に
多
用
さ
れ
、
「
真

　
成
」
は
陸
詩
で
は
三
十
例
以
上
、
楊
詩
で
十
六
例
、
「
真
箇
」
も
陸
詩
で
九
例
、
楊
詩
で
十
三
例
と
、
多
く
の
使
用
例
を
検
索
で
き
る
。

　
（
例
句
省
略
）

⑳
、
只
磨
（
こ
の
よ
う
に
、
か
く
の
如
く
一

　
　
唐
代
で
は
「
只
磨
・
只
磨
・
只
没
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
「
只
磨
」
は
一
鉢
和
尚
の
「
一
鉢
歌
」
に
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
宋
代
に
入
る
と
多
く
の
詩
中
で
使
用
さ
れ
、
楊
詩
で
も
八
例
と
多
い
。
恐
ら
く
、
禅
語
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
◎
　
　
O

　
只
磨
功
名
是
、
如
今
悟
解
不
（
臓
夜
普
明
寺
睡
畳
二
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
不
藤
師
友
地
、
只
摩
遣
空
回
（
見
張
欽
夫
二
首
、
其
二
一

　
　
　
◎
　
　
◎

　
奉
酬
只
魔
随
縁
句
、
獺
更
離
肝
與
探
鈎
（
和
李
天
麟
秋
懐
五
絶
句
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
略
無
好
語
償
嘉
恵
、
只
磨
楚
灌
只
磨
樫
（
和
曽
克
俊
恵
詩
）

　
O
　
　
O

　
只
磨
秋
殊
淺
、
如
何
氣
許
清
（
秋
日
晩
望
）

B
、
宋
代
の
口
語
表
現

⑳
、
遂
頭
（
外
出
し
た
太
守
の
こ
と
）

　
　
宋
代
で
は
外
出
し
た
太
守
の
こ
と
を
「
蓮
頭
」
と
称
し
た
ら
し
く
、
早
く
蘇
輯
の
詩
「
次
韻
劉
景
文
周
次
元
寒
食
同
涛
西
湖
」
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
蘇
輯
自
身
が
注
を
付
し
て
「
成
都
太
守
自
正
月
二
目
出
漉
、
謂
之
遂
頭
、
至
四
月
十
九
目
洗
花
乃
止
」
と
言
っ
て
い
る
し
、
陸
涛
も
『
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
學
庵
筆
記
』
巻
八
で
「
四
月
十
九
目
、
成
都
謂
之
涜
花
逮
頭
、
宴
於
杜
子
美
草
堂
槍
浪
亭
」
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、

　
宋
代
で
は
成
都
の
風
習
を
指
す
言
葉
か
ら
太
守
の
外
出
を
指
す
言
葉
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
詩
に
も
三
例
あ



　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
幕
下
風
流
法
曹
橡
、
坐
宙
猶
未
作
遂
頭
（
張
仲
良
久
約
出
郊
以
詩
督
之
二
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
老
我
無
縁
更
行
脚
、
羨
君
來
歳
領
遂
頭
（
送
丘
宗
須
帥
蜀
三
首
、
其
三
）

　
O
　
　
◎

　
蓮
頭
未
了
詞
頭
下
、
四
世
重
新
六
五
公
（
寄
謝
蜀
帥
衰
起
巖
尚
書
閣
學
寄
贈
薬
物
二
首
、
其
一
）

⑳
、
承
當
（
承
認
す
る
、
引
き
う
け
る
）

　
　
唐
代
の
語
彙
で
は
あ
る
が
、
未
だ
詩
中
に
は
現
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
禅
録
に
使
用
さ
れ
る
。
宋
代
に
入
る
と
方
岳
、
王
安
石
等
の
詩

　
に
現
わ
れ
、
『
朱
子
語
類
』
で
は
頻
出
す
る
。
楊
詩
で
は
一
例
検
索
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
翠
似
老
夫
新
句
子
、
看
渠
桃
杏
敢
承
當
（
垂
締
海
裳
盛
開
）

⑳
、
此
段
（
こ
こ
、
こ
れ
）

　
　
唐
詩
に
は
現
わ
れ
ず
、
宋
代
に
入
っ
て
詩
に
現
わ
れ
る
語
彙
で
、
陸
詩
で
は
十
一
例
、
楊
詩
で
は
二
例
検
索
で
き
る
。
こ
の
「
S
段
」

　
は
宋
代
特
有
の
表
現
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
楊
詩
で
は
六
朝
以
来
の
「
此
中
・
此
問
」
等
も
現
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
数
は
少

　
な
い
な
が
ら
、
彼
も
詩
中
に
使
用
し
て
い
る
語
彙
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
更
約
梅
花
作
渠
伴
、
中
秋
不
是
欠
此
段
（
釣
雪
舟
中
霜
夜
望
月
）

　
◎
　
　
◎

　
此
段
前
無
古
、
夫
人
濁
與
倶
（
近
故
魏
國
夫
人
盧
氏
挽
歌
壁
二
首
、
其
二
）

⑳
、
喫
（
た
べ
る
、
の
む
）

　
　
こ
の
「
喫
」
は
唐
代
か
ら
使
用
さ
れ
、
厳
密
に
言
え
ば
宋
代
の
語
彙
と
は
言
え
な
い
が
、
宋
代
に
入
る
と
詩
中
に
頻
出
す
る
語
彙
と

　
な
る
た
め
、
こ
の
項
に
入
れ
た
。
楊
詩
で
は
三
十
例
が
数
え
ら
れ
、
陸
詩
の
一
例
と
比
べ
て
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
農
言
秩
好
殊
勝
姿
、
其
如
緑
針
未
堪
喫
（
晩
春
行
田
南
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
只
蛾
少
陵
七
字
詩
、
但
得
長
年
飽
喫
飯
一
上
元
夜
里
俗
粉
米
爲
繭
締
書
吉
語
置
其
中
以
占
一
歳
之
福
禍
謂
之
繭
卜
因
戯
作
長
句
一

　
　
　
　
　
　
　
◎

脱
蕊
牧
將
敷
粥
喫
、
落
英
価
好
當
香
焼
（
落
梅
有
歎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
老
夫
非
不
饒
、
忍
饒
不
忍
喫
（
得
壽
仁
壽
俊
二
子
中
塗
家
書
三
首
、
其
一
）

　
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
何
曽
夢
到
龍
遊
葉
、
何
曽
夢
喫
龍
芽
茶
（
謝
木
輻
之
舎
人
分
送
講
莚
賜
茶
）

㈲
、
打
春
（
立
春
の
日
に
牛
を
鞭
打
つ
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
『
東
京
夢
華
録
』
巻
六
「
立
春
」
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
府
僚
打
春
、
如
方
州
儀
」
と
あ
り
、
立
春
の
日
に
牛
に
鞭
を
当
て
て
作
物
の

　
豊
作
を
祈
る
儀
式
の
如
く
で
あ
る
。
楊
詩
で
の
例
句
は
一
例
な
が
ら
、
上
記
の
如
き
儀
式
の
田
舎
で
の
模
様
を
詠
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
小
兄
著
鞭
鞭
土
牛
、
學
翁
打
春
先
打
頭
（
観
小
兄
戯
打
春
牛
）

⑳
、
道
是
（
∫
だ
け
れ
ど
も
、
∫
〈
で
は
あ
る
V
け
れ
ど
も
）

　
　
現
代
中
国
語
の
「
難
然
」
に
相
当
す
る
語
彙
、
唐
代
で
は
ま
だ
現
わ
れ
ず
、
宋
代
に
入
っ
て
詩
中
に
使
わ
れ
る
語
彙
と
言
え
る
。
恐

　
ら
く
「
説
道
是
」
の
「
説
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
転
接
の
意
味
が
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
楊
詩
で
は
四

　
十
例
近
く
検
索
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
「
∫
だ
け
れ
ど
も
、
∫
〈
で
は
あ
る
V
け
れ
ど
も
」
の
意
で
あ
る
。

　
◎
　
　
◎

　
道
是
朝
廷
撃
廉
吏
、
如
何
江
海
尚
遺
才
（
送
徐
吉
水
解
組
造
朝
）

　
O
　
　
◎

　
道
是
秋
來
還
目
短
、
秋
來
閑
裏
目
偏
長
（
静
坐
池
亭
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
偶
逢
老
僧
聴
僧
話
、
道
是
壁
間
留
古
書
（
太
平
寺
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
◎

　
忽
簿
別
駕
贈
佳
句
、
道
是
頻
年
當
屡
豊
（
和
超
鼎
輔
府
判
投
贈
賀
雪
之
句
）

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
庭
前
雪
夜
明
、
道
是
簾
外
月
（
使
客
不
至
夜
蹄
濁
酌
）

⑳
、
等
、
等
待
（
ま
つ
）

　
　
唐
代
で
は
そ
の
使
用
例
は
極
め
て
少
な
い
が
、
宋
代
に
入
る
と
か
な
り
使
用
さ
れ
る
。
特
に
「
等
」
は
「
待
」
と
結
合
し
て
「
等
待
」

　
と
延
び
、
同
じ
意
で
使
用
さ
れ
る
。
楊
詩
で
は
「
等
」
は
八
例
、
「
等
待
」
と
併
せ
る
と
十
四
例
を
数
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
白
錦
地
衣
紅
錦
障
、
侵
農
供
張
等
儂
來
（
郡
圃
廃
歩
因
登
披
倦
閣
四
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
満
閲
浮
河
是
断
汰
、
等
人
放
間
要
前
行
（
清
廃
洪
澤
放
閲
四
絶
句
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
誰
信
雪
花
能
様
巧
、
等
官
人
睡
不
教
知
（
姑
蘇
館
夜
雪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
却
縁
臓
雪
勒
孤
芳
、
等
待
晴
光
曜
爵
嚢
（
正
月
三
日
駿
暖
多
稼
亭
前
梅
花
盛
開
四
首
、
其
四
）



　
O
　
　
◎

　
等
待
廃
光
調
好
句
、
廃
光
未
白
句
先
成
（
不
廉
四
首
、
其
一
）

㈹
、
得
似
（
ど
う
か
、
ど
う
し
て
∫
の
よ
う
だ
ろ
う
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
〕

　
　
「
得
」
に
「
い
か
が
」
の
意
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
杜
甫
の
詩
に
あ
り
、
唐
代
か
ら
存
在
す
る
が
、
こ
の
「
得
」
に
「
似
」
が
結
合

　
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
代
に
入
る
と
多
く
の
詩
詞
に
使
用
さ
れ
る
が
、
楊
詩
で
も
五
例
を
数
え
る
。

　
　
　
◎
　
　
O

　
登
山
得
以
遊
湖
好
、
却
是
湖
心
看
壷
山
（
同
君
命
季
永
歩
至
普
済
寺
晩
涯
西
湖
以
蹄
得
四
絶
句
、
其
二
）

　
　
　
◎
　
　
O

　
交
情
得
似
山
渓
渡
、
不
管
風
波
去
又
來
（
三
江
小
渡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
o

　
論
交
何
必
星
霜
久
、
白
頭
得
似
傾
蓋
友
（
都
下
和
同
舎
客
李
元
老
承
信
贈
詩
之
韻
）

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
未
知
今
年
熟
、
得
以
去
年
否
（
晩
登
清
心
閣
望
雨
）

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
帝
域
萬
事
好
、
得
似
早
還
家
（
詔
追
供
職
學
省
廃
襲
鳴
山
騨
）

㈹
、
低
死
（
一
生
懸
命
、
命
が
げ
で
）

　
　
既
に
『
愛
文
集
』
に
現
わ
れ
る
が
、
唐
詩
で
は
未
見
。
所
が
宋
代
に
入
る
と
詩
に
現
わ
れ
始
め
、
楊
詩
も
例
外
で
は
な
い
。
陸
詩
で

　
は
士
二
例
と
多
く
検
索
で
き
る
が
、
楊
詩
で
は
以
下
の
三
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
留
許
枝
問
慰
愁
眼
、
兄
童
低
死
打
黄
梅
（
梅
熟
小
雨
）

　
　
　
◎
　
　
O

　
何
須
低
死
露
頭
角
、
若
葉
荷
花
老
此
身
（
食
老
菱
有
感
）

　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
春
被
梅
花
低
死
催
、
今
年
春
向
去
年
回
（
正
月
三
目
駿
暖
多
稼
亭
前
梅
花
盛
開
四
首
、
其
一
）

鋤
、
地
頭
（
地
点
、
場
所
）

　
　
宋
代
に
入
っ
て
使
用
さ
れ
る
「
地
頭
」
は
、
「
地
」
に
接
尾
詞
「
頭
」
が
付
い
た
も
の
で
、
場
所
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た

　
と
考
え
ら
れ
る
。
『
朱
子
語
類
』
で
は
お
び
た
だ
し
い
使
用
例
が
検
索
で
き
る
が
、
や
や
抽
象
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、

　
問
題
の
「
あ
り
所
」
や
、
そ
の
間
題
の
「
程
度
、
角
度
」
を
指
す
場
合
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
不
知
天
公
愛
佳
句
、
曲
與
詩
人
爲
地
頭
（
正
月
十
二
目
漉
東
披
白
鶴
峰
故
居
其
北
思
無
邪
齋
真
猶
存
）

㈲
、
費
工
、
費
工
夫
（
時
問
を
か
け
る
。
精
力
を
費
す
）

　
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
墓
言
秋
色
無
多
巧
、
浄
洗
清
光
也
費
工
（
中
秋
與
諸
子
果
飲
）

　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O

　
名
園
曲
水
費
工
夫
、
玉
秋
瓦
婁
磨
滴
水
無
（
寄
題
楡
叔
奇
國
博
郎
中
園
亭
二
十
六
詠
、
曲
水
）

㈱
、
蓋
頭
（
頭
に
か
ぶ
る
頭
巾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
四
一

　
　
頭
に
か
ぶ
る
頭
巾
の
こ
と
を
「
蓋
頭
」
と
言
っ
た
ら
し
い
。
『
宋
元
語
言
詞
典
』
で
は
「
婦
女
蒙
面
的
頭
巾
、
多
用
干
婚
礼
（
紅
色
）

　
或
喪
服
（
白
色
）
」
と
説
明
す
る
が
、
楊
詩
の
場
合
は
「
頭
巾
」
の
意
と
解
し
て
よ
い
。

　
◎
　
　
O

　
蓋
頭
旋
折
山
葵
葉
、
撃
破
青
青
傘
半
邊
（
葵
葉
）

㈲
、
怪
生
（
①
な
る
ほ
ど
∫
だ
、
∫
な
の
も
無
理
は
な
い
。
②
極
め
て
、
非
常
に
）

　
　
①
は
現
代
中
国
語
で
言
え
ば
「
難
怪
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
②
は
「
非
常
」
に
相
当
す
る
。
楊
詩
で
は
①
②
併
せ
て
三
例
を
検
索

　
で
き
る
が
、
こ
の
語
彙
は
宋
代
に
入
っ
て
以
降
に
現
わ
れ
る
口
語
と
言
え
る
。
『
愛
文
集
』
で
は
「
怪
」
に
①
の
意
味
が
あ
る
場
合
が

　
あ
り
、
そ
れ
に
語
助
「
生
」
が
付
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
詩
で
も
「
怪
生
」
は
二
例
検
索
で
き
る
。

　
　
O
　
　
O

　
①
怪
生
無
雨
都
張
傘
、
不
是
遮
頭
是
使
風
（
舟
過
安
仁
五
首
、
其
三
）

　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
②
夢
回
紙
帳
怪
生
寒
、
童
子
偉
呼
雪
作
團
（
戊
戊
正
月
二
目
雪
作
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
　
道
是
蘭
渓
水
較
寛
、
蘭
渓
欲
到
怪
生
難
（
下
横
山
渓
頭
望
全
華
山
四
首
、
其
三
）

㈹
、
何
似
生
（
い
か
ん
、
い
ず
れ
ぞ
）

　
　
既
に
A
の
「
可
以
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
代
で
は
「
何
似
」
が
盛
唐
頃
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
、
宋
代
に
入
る
と
語
助
「
生
」

　
を
付
し
て
「
何
似
生
」
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
意
味
は
「
何
似
」
と
同
様
で
あ
る
。
（
例
句
省
略
）

的
、
喚
作
（
予
想
す
る
、
推
測
す
る
、
〈
∫
だ
ろ
う
V
と
思
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
五
一

　
　
唐
代
で
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
ず
、
崔
道
融
詩
に
あ
る
の
を
確
認
で
き
る
の
が
唯
一
の
例
と
言
え
る
が
、
宋
代
に
入
る
と
多
く
の
人
々

　
に
使
用
さ
れ
る
語
彙
と
な
る
。
楊
詩
で
は
十
三
例
、
陸
詩
で
も
七
例
と
比
較
的
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
作
夜
茅
笹
眉
疎
雨
作
、
夢
中
喚
作
打
蓬
聲
（
聴
雨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
忽
忘
九
月
清
霜
曉
、
喚
作
濠
濠
二
月
初
（
秋
雨
歎
十
解
、
其
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
無
端
一
陣
秋
聲
起
、
喚
作
銅
瓶
蟹
眼
鳴
（
秋
夜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
忽
然
燈
下
敷
枝
影
、
喚
作
宙
問
一
樹
梅
（
懐
古
堂
前
小
梅
漸
開
四
首
、
其
四
）

　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
及
見
盤
中
醍
、
喚
作
庭
前
雪
（
使
客
不
至
夜
蹄
濁
酌
）

㈱
、
借
令
（
も
し
∫
だ
と
し
て
も
、
た
と
え
∫
で
も
）

　
　
唐
代
で
は
同
じ
意
味
の
語
彙
と
し
て
「
遮
莫
、
遮
渠
、
縦
令
、
縦
饒
、
縦
使
、
縦
然
、
候
如
、
暇
使
、
設
使
、
直
饒
、
任
是
、
正
使
」

　
と
い
っ
た
語
彙
が
使
わ
れ
、
ま
だ
「
借
令
」
は
現
わ
れ
な
い
。
所
が
、
宋
代
に
入
る
と
「
正
令
、
直
令
、
借
令
」
と
い
っ
た
、
「
∫
令
」

　
の
形
で
仮
定
を
表
現
す
る
語
彙
が
現
わ
れ
る
。
「
正
令
、
直
令
」
は
陸
詩
に
現
わ
れ
る
が
、
楊
詩
で
は
む
し
ろ
「
借
令
」
が
多
用
さ
れ

　
る
。
唐
代
に
「
借
如
、
借
使
」
の
用
例
が
あ
る
所
か
ら
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
「
借
」
と
、
「
縦
令
、
正
令
、
直
令
」
の
「
令
」
が
結
合

　
し
て
「
借
令
」
を
生
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
◎
　
　
o

　
文
字
借
令
真
可
煮
、
吾
曹
從
古
不
鷹
貧
（
次
乞
米
韻
）

　
O
　
　
O

　
借
令
今
夕
寒
、
我
酔
亦
不
知
（
暮
宿
半
塗
）

　
o
　
　
◎

　
借
令
彼
不
怒
、
退
省
我
燭
安
（
聞
一
二
故
人
相
縫
而
逝
感
歎
書
懐
）

　
O
　
　
O

　
借
令
字
堪
煮
、
識
字
亦
幾
希
（
明
襲
白
沙
灘
聞
布
穀
有
感
）

　
o
　
　
o

　
借
令
白
再
玄
、
能
令
年
再
少
（
自
潮
白
萎
二
首
、
其
二
）

㈲
、
可
隣
生
（
か
わ
い
そ
う
、
愛
す
べ
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
「
可
隣
」
に
語
助
「
生
」
が
付
さ
れ
た
も
の
で
、
前
条
の
「
何
似
生
」
と
同
様
で
あ
る
。
楊
詩
で
は
「
可
憐
生
」
は
七
例
を
数
え
る
。

　
（
例
句
省
略
）

㈹
、
義
十
且
（
よ
く
な
い
、
い
い
か
げ
ん
、
と
ら
わ
れ
な
い
）

　
　
『
宋
語
言
詞
典
』
に
よ
る
と
「
亦
作
”
嘉
十
且
・
嘉
薩
“
」
と
指
摘
し
、
例
と
し
て
『
五
燈
會
元
』
『
朱
子
語
類
』
『
大
慧
語
録
』
等
を

　
挙
げ
る
。
『
詞
典
』
で
は
詩
の
用
件
は
挙
が
ら
な
い
が
、
楊
詩
で
は
二
例
検
索
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
樽
語
穫
園
千
樹
梅
、
不
鷹
嘉
宜
索
詩
催
（
遣
人
探
梅
穫
園
云
尚
未
開
一

　
　
楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



三
六

　
◎
　
　
◎

　
嘉
宜
除
春
還
子
細
、
燕
脂
濃
抹
野
薔
薇
（
野
薔
薇
）

㈹
、
漏
逗
（
も
れ
る
、
明
ら
か
に
な
る
）

　
　
こ
の
語
彙
は
詩
よ
り
も
文
章
で
使
用
さ
れ
、
『
朱
子
語
類
』
に
も
二
例
存
在
す
る
が
、
楊
詩
で
は
一
例
検
索
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
若
要
十
分
無
漏
逗
、
莫
將
庫
斗
鎮
隈
随
身
（
明
襲
西
館
農
炊
藷
岡
四
首
、
其
三
）

ゆ
、
面
皮
（
容
貌
、
顔
つ
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
六
一

　
　
唐
詩
で
は
張
元
一
の
「
又
潮
」
詩
に
一
例
現
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
晩
唐
期
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
語
彙
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、

　
宋
代
に
入
っ
て
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
面
皮
兄
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
花
枝
劣
相
綾
人
衣
、
蜂
子
顛
狂
鰯
面
皮
（
遊
穫
園
三
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
証
得
妻
兄
著
、
還
能
証
面
皮
（
自
潮
白
髪
二
首
、
其
三
）

㈹
、
∫
磨
（
∫
〈
だ
ろ
う
V
か
、
∫
〈
で
し
ょ
う
V
か
）

　
　
唐
代
以
前
で
は
文
末
の
疑
間
を
表
わ
す
場
合
、
「
∫
不
、
∫
否
、
㌻
未
、
∫
無
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
宋
代
に
入
る
と
上
記
の
表
記

　
に
変
っ
て
「
S
磨
」
と
な
る
場
合
が
多
い
。
楊
詩
で
も
例
外
で
は
な
く
二
十
例
以
上
と
頻
出
す
る
。
（
例
句
省
略
）

紬
、
柄
子
（
僧
侶
、
お
坊
さ
ん
）

　
　
「
柄
」
字
が
僧
衣
を
意
味
す
る
の
を
受
け
、
宋
代
に
入
っ
て
接
尾
詞
「
子
」
を
付
し
て
僧
呂
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考

　
え
ら
れ
る
。
陸
詩
で
も
一
例
検
索
で
き
る
が
、
楊
詩
で
は
四
例
で
あ
る
。

　
◎
　
　
O

柄
子
向
來
元
士
子
、
詩
僧
遮
莫
更
禅
僧
（
送
郷
僧
徳
隣
二
首
。
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

験
女
凝
兄
纏
愛
梅
、
道
人
柄
子
亦
争
裁
（
走
筆
和
張
功
父
玉
照
堂
十
絶
句
、
其
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
一
辮
佛
香
娃
遺
像
、
幾
多
柄
子
拝
茶
仙
（
題
陸
子
泉
上
祠
堂
）

　
O
　
　
O

柄
子
若
全
信
佛
語
、
生
天
定
在
露
運
前
一
戯
用
禅
観
答
曽
無
逸
問
山
谷
語
）

㈹
、
能
底
、
能
様
（
か
く
の
如
く
、
こ
の
様
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
七
一

　
　
唐
代
で
は
既
に
「
能
」
字
に
「
こ
の
様
な
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
使
わ
れ
た
詩
が
あ
り
、
こ
の
「
能
」
に
「
底
、
様
」
が
付
せ
ら



　
れ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
詩
で
は
未
見
で
あ
る
が
、
楊
詩
で
は
以
下
の
四
例
検
索
で
き
る
。

　
　
　
O
　
　
◎

　
煙
鐘
能
底
急
、
催
我
入
域
閨
（
辛
丑
正
月
二
十
五
日
遊
蒲
澗
晩
蹄
）

　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
最
愛
河
堤
能
底
巧
、
載
他
山
脚
不
勝
斉
（
望
姑
蘇
）

　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
青
帝
不
飲
能
様
酔
、
弄
殺
霜
風
舞
殺
官
（
夜
泊
平
望
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
o
　
　
◎

　
輸
與
山
頭
能
様
獺
、
旦
一
同
猶
宿
夜
來
峰
（
明
襲
瀧
頭
）

㈹
、
儂
家
（
私
く
一
人
称
を
指
す
V
）

　
　
唐
代
で
は
中
晩
唐
頃
か
ら
詩
中
で
使
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
程
頻
用
さ
れ
る
語
彙
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
宋
代
に
於
て
は

　
多
く
の
詩
人
た
ち
の
詩
中
で
使
用
さ
れ
、
楊
詩
も
例
外
で
は
な
い
。
（
例
句
省
略
）

．
㈹
、
拍
浮
（
酒
に
お
ぽ
れ
る
、
よ
っ
ぱ
ら
う
）

　
　
「
拍
涯
」
と
も
表
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
語
彙
、
管
見
の
限
り
晩
唐
の
詩
人
盧
注
（
生
没
年
不
明
）
の
「
酒
胡
子
」
詩
に

　
　
　
　
一
注
八
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
O

　
初
出
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
『
世
説
新
語
』
の
二
手
持
蟹
蟄
、
一
手
持
酒
栖
、
拍
浮
酒
池
中
、
便
足
了
一
生
」
（
任
誕
第
二
十

　
三
）
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
「
お
よ
ぐ
、
浮
ぶ
」
意
で
あ
り
、
ま
だ
「
酒
に
お
ぼ
れ
る
、
酔
っ
ぱ
ら
う
」
意
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
と
言

　
っ
て
よ
い
。
所
が
宋
代
に
入
る
と
、
特
に
楊
詩
で
は
「
酔
っ
ぱ
ら
う
」
意
で
使
用
す
る
も
の
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
軟
紅
塵
裏
幾
時
休
、
重
碧
杯
中
且
抽
浮
（
寄
題
粛
國
賢
侠
我
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
老
夫
下
願
萬
戸
侯
、
但
願
興
君
酒
船
萬
斜
同
拍
浮
（
再
和
雲
龍
歌
留
陸
務
観
西
湖
小
集
且
督
戦
云
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
將
秋
寄
來
錨
我
愁
、
爲
君
酒
船
巻
抽
浮
（
送
羅
宣
卿
主
簿
之
官
巴
陵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
◎

　
急
須
剰
踏
蓮
花
鶴
、
薬
玉
新
船
待
拍
浮
（
六
月
二
十
四
日
病
起
喜
雨
聞
鴬
與
大
兄
議
秋
涼
一
出
涛
山
三
首
、
其
一
）

㈹
、
恰
則
（
や
っ
と
∫
す
る
、
ち
ょ
う
ど
∫
だ
）

　
　
「
恰
恰
、
恰
好
」
と
い
っ
た
語
彙
は
唐
詩
に
も
使
用
さ
れ
、
宋
代
に
入
っ
て
も
頻
出
す
る
が
、
「
恰
則
」
は
宋
代
以
降
の
語
彙
で
あ

　
り
、
楊
詩
で
は
八
例
と
個
人
の
使
用
例
と
し
て
も
多
い
方
と
言
え
よ
う
。

　
o
　
　
◎

　
恰
則
天
方
暮
、
如
何
月
正
中
（
月
下
果
飲
七
首
、
其
一
）

楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現

三
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三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
昨
來
一
雨
断
人
行
、
恰
則
晴
時
雲
又
生
（
晩
雲
醸
雨
二
首
、
其
一
）

　
◎
　
　
◎

　
恰
則
今
年
重
九
日
、
也
無
黄
菊
丙
三
枝
（
重
九
目
雨
価
菊
花
未
開
用
轄
櫨
麗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
兄
晴
驚
蟹
夢
中
身
、
恰
則
華
脊
政
間
津
（
夜
寒
濁
覧
）

　
O
　
　
O

　
恰
則
新
鶯
百
喀
聲
、
忽
有
寒
蟄
終
夜
鳴
（
送
彰
元
忠
縣
丞
北
鰐
）

　
又
、
「
恰
則
∫
恰
則
S
」
と
し
て
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
却
嫌
地
暖
無
汰
凍
、
恰
則
飛
來
恰
則
鋪
（
慶
長
叔
招
飲
一
杯
未
瞬
雪
聲
瑠
然
即
席
筆
賦
十
詩
、
其
三
）

㈹
、
渠
儂
（
か
れ
、
か
れ
ら
〈
三
人
称
を
指
す
〉
）

　
　
「
渠
」
が
三
人
称
の
「
か
れ
（
そ
れ
、
あ
れ
）
」
の
意
で
使
用
さ
れ
る
例
は
、
既
に
「
爲
焦
仲
卿
妻
作
」
に
用
例
が
あ
り
、
唐
宋
代

　
以
降
も
詩
中
に
多
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
宋
代
で
は
「
渠
儂
」
も
詩
中
で
多
用
さ
れ
る
語
彙
で
あ
り
、
楊
詩
で
は
三
十
例
近
く
に
の
ぽ

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

　
青
春
己
在
残
紅
裏
、
更
着
渠
儂
何
似
生
（
和
子
上
弟
春
電
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
相
人
何
似
相
人
難
、
懸
塊
渠
儂
眼
不
寒
（
送
楊
山
人
善
談
相
及
地
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
夜
深
不
懸
有
飛
蝶
、
渠
儂
似
欲
伴
人
行
（
月
夜
散
策
縣
圃
有
飛
蝶
価
聞
笛
聲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
鶴
生
未
伯
愁
城
峻
、
柳
遣
渠
儂
爲
九
攻
（
和
胡
運
幹
投
贈
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
研
壷
老
椀
與
枯
柳
、
更
着
渠
儂
作
磨
生
（
夜
聞
風
聲
）

的
、
太
∫
生
（
と
て
も
s
だ
、
非
常
に
∫
だ
）

　
　
こ
の
語
彙
、
唐
代
で
も
既
に
使
用
さ
れ
て
、
李
白
詩
、
虞
世
南
詩
、
羅
隠
詩
等
で
の
使
用
が
確
認
で
き
る
が
、
宋
代
に
入
る
と
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
九
一

　
の
詩
人
た
ち
の
愛
用
す
る
語
彙
と
な
る
。
既
に
宋
人
欧
陽
脩
が
指
摘
す
る
如
く
、
　
「
作
磨
生
、
何
似
生
」
の
よ
う
に
語
助
「
生
」
を

　
付
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
「
太
」
と
「
生
」
の
間
に
は
、
一
般
に
形
容
詞
が
入
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
（
例
句
省
略
）

ω
、
脱
麗
（
体
か
ら
離
れ
る
、
ぬ
ぎ
す
て
る
）

　
　
禅
録
で
使
わ
れ
る
副
詞
の
「
さ
な
が
ら
に
、
そ
の
ま
ま
に
」
の
意
で
は
な
く
、
名
詞
と
し
て
「
全
体
、
ま
る
ご
と
」
の
意
の
「
脱
麗
」



　
か
ら
、
動
詞
と
し
て
の
「
体
か
ら
離
れ
る
」
意
ま
で
巾
の
広
い
意
味
を
も
つ
。

　
　
　
O
　
　
O

　
錦
衣
脱
鵠
未
全
疾
、
雪
粉
園
腰
猶
半
愁
（
省
中
直
舎
因
敵
新
竹
懐
周
元
吉
三
首
、
其
三
）

㈲
、
下
梢
（
結
局
、
そ
の
結
果
く
と
し
て
V
）

　
　
唐
代
で
は
管
見
の
限
り
現
わ
れ
ず
、
宋
代
に
入
っ
て
特
に
文
章
で
使
用
さ
れ
る
語
彙
。
『
朱
子
語
類
』
で
は
「
下
梢
頭
」
と
接
尾
詞

　
「
頭
」
が
付
さ
れ
て
現
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
水
到
峨
眉
無
去
慮
、
下
梢
不
到
忘
蹄
路
一
池
口
移
船
入
江
再
泊
十
里
頭
藩
家
湾
阻
風
不
正
）

的
、
也
則
（
ま
た
s
）

　
　
唐
代
で
は
「
也
」
単
独
で
使
用
さ
れ
る
が
、
宋
代
で
は
「
也
則
」
と
二
字
に
な
っ
て
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
楊
詩
で
は
、
勿
論

　
「
也
」
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
「
也
則
」
の
場
合
も
あ
る
こ
と
は
以
下
の
用
例
が
証
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
O

　
自
適
何
須
妙
、
能
聴
也
則
賢
（
寄
題
郭
卿
琴
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
天
光
淡
青
目
光
白
、
道
是
銀
漢
也
則
得
（
明
襲
棲
隠
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
遠
山
細
賦
近
山
粗
、
別
慮
求
粗
也
則
無
一
登
奉
聖
寺
千
佛
閣
四
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

　
紅
残
緑
暗
已
多
時
、
路
上
山
花
也
則
稀
（
野
薔
薇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
便
令
隔
霧
光
難
到
、
也
則
傾
心
苦
爲
誰
（
寄
題
程
元
成
給
事
山
居
三
詠
、
葵
心
堂
）

㈱
、
元
子
（
鴨
の
つ
け
も
の
）

　
　
詩
の
中
で
楊
萬
里
自
身
が
注
を
付
し
て
「
江
西
以
木
葉
汁
漬
鴨
、
皆
深
紅
、
目
元
子
」
と
言
う
如
く
、
江
西
地
方
で
は
鴨
を
漬
け
た

　
も
の
を
コ
兀
子
」
と
称
し
た
ら
し
い
。
こ
の
］
兀
子
」
は
「
栃
子
」
が
本
来
の
表
記
ら
し
く
、
『
齋
民
要
術
』
巻
六
「
養
鵜
鴨
第
六
十
」

　
に
「
作
栃
子
法
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
栃
木
皮
の
煮
汁
と
塩
で
鴨
子
を
漬
け
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
老
學
庵
筆
記
』
巻
五
に

　
よ
る
と
、
『
齋
民
要
術
』
の
用
法
を
「
鱗
栃
子
法
」
と
言
い
、
「
栃
木
皮
で
鴨
の
卵
を
漬
け
る
」
と
し
た
上
で
「
今
呉
人
用
盧
杖
根
漬
之
、

　
亦
古
遺
法
」
と
言
う
。
潰
け
る
も
の
に
鴨
肉
と
卵
の
違
い
は
あ
る
が
、
鴨
の
漬
け
も
の
を
「
元
子
（
栃
干
一
」
と
呼
ん
だ
ら
し
い
こ
と

　
は
、
上
記
の
記
述
か
ら
証
明
さ
れ
よ
う
。

楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現

三
九



四
〇

　
　
　
O
　
　
◎

　
深
紅
元
子
軽
紅
鮮
、
難
得
江
西
郷
味
來
（
野
店
二
絶
句
、
其
二
）

㈲
、
作
磨
生
（
い
か
が
、
ど
う
し
て
∫
か
）

　
　
唐
代
で
は
「
作
摩
、
作
摩
生
、
作
磨
生
」
の
い
ず
れ
か
の
表
記
で
使
用
さ
れ
る
。
唐
詩
中
で
は
貫
休
詩
の
「
作
磨
生
」
一
例
の
み
で
、

　
詩
中
で
の
使
用
は
極
め
て
珍
し
い
と
言
え
る
。
所
が
宋
代
に
入
る
と
多
く
詩
中
に
取
込
ま
れ
、
こ
の
現
象
は
宋
代
の
特
徴
の
一
つ
と
言

　
っ
て
も
よ
い
。
楊
詩
で
も
十
三
例
と
多
く
、
こ
の
語
彙
の
使
用
例
か
ら
楊
萬
里
ら
し
さ
を
見
て
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

　
近
路
還
如
許
、
長
途
作
磨
生
（
早
襲
建
安
寺
過
大
櫟
虚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
O

　
心
知
那
有
楊
州
鶴
、
更
問
儂
當
作
磨
生
（
贈
曽
相
士
二
首
、
其
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
O

　
只
言
此
老
澤
無
事
、
種
竹
移
花
作
磨
生
（
題
王
李
安
主
簿
侠
老
堂
二
首
、
其
二
）

　
　
　
　
　
O
　
　
◎
　
　
◎

　
廃
起
窮
忙
作
磨
生
、
雨
中
安
否
問
秋
英
（
秋
雨
歎
十
解
、
其
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

　
今
年
寒
食
與
清
明
、
各
自
陰
晴
作
磨
生
（
清
明
雨
寒
八
首
、
其
三
）

お
わ
り
に

　
以
上
、
唐
代
以
来
使
用
さ
れ
る
口
語
語
彙
と
、
宋
代
以
降
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
と
考
え
ら
れ
る
）
口
語
語
彙
に
焦
点
を
当

て
、
楊
萬
里
と
い
う
詩
人
の
詩
に
限
っ
て
具
体
的
に
見
て
き
た
。
勿
論
、
彼
が
詩
中
に
採
用
し
た
口
語
は
、
以
上
に
止
ま
ら
な
い
こ
と
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
小
論
で
取
り
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
彼
が
作
中
に
取
入
れ
た
宋
代
口
語
に
限
っ
て
言
え
ば
「
辞
差
、
薄
相
、
打
閑
、
底
里
、
黒
甜
、

苦
、
幾
大
、
來
休
、
身
已
、
頑
、
未
渠
、
已
分
、
永
算
、
照
管
」
と
言
っ
た
も
の
、
或
い
は
接
尾
詞
「
兄
、
頭
、
子
」
が
つ
く
「
蜂
兄
、

半
頭
、
初
頭
、
前
頭
、
上
頭
、
宿
頭
、
月
頭
、
句
子
、
欄
子
、
脳
子
、
片
子
」
等
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
、
彼
の
口
語
使
用
の
例
は
、
唐

代
の
詩
中
で
の
使
用
例
と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
な
多
さ
と
言
え
よ
う
。
最
初
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
陸
涛
と
比
較
し
て
も
宋
代
口
語
を

用
い
て
い
る
多
さ
は
一
目
瞭
然
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
宋
と
い
う
時
代
全
体
の
特
色
の
反
映
で
も
あ
る
、
と
言
え
る
か
も
知
れ

な
い
。



　
と
言
う
の
も
、
視
点
を
変
え
て
四
字
熟
語
と
い
う
事
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
宋
代
は
四
字
熟
語
が
詩
中
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
点
で
、
唐
代
と
は
同
等
に
論
じ
ら
れ
な
い
。

　
い
ま
、
楊
詩
で
使
用
さ
れ
た
四
字
の
語
彙
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
語
彙
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
碧
碧
黄
黄
、
白
目
青
天
（
青
天
白
目
）
、
白
白
紅
紅
（
紅
紅
白
白
）
、
白
白
朱
朱
、
幅
腫
膵
膵
、
風
風
雨
雨
、
國
手
無
離
又
、
怪
怪
奇
奇
、

虎
面
豹
頭
、
花
看
走
馬
（
走
馬
看
花
）
、
來
來
去
去
（
去
去
來
來
）
、
千
千
萬
萬
、
前
前
後
後
、
四
方
八
面
、
十
十
五
五
、
収
風
拾
雨
、
下

下
中
中
、
休
休
莫
莫
、
；
目
半
語
、
整
整
斜
斜

　
こ
の
中
で
「
花
看
走
馬
（
走
馬
看
花
）
」
は
有
名
な
杜
牧
の
詩
を
典
故
と
し
て
い
る
語
彙
と
言
え
る
が
、
あ
と
は
「
収
拾
風
雨
」
を
「
収

風
拾
雨
」
の
様
に
少
し
字
順
を
変
え
て
使
用
し
た
数
例
以
外
、
文
字
の
「
A
B
」
を
「
A
A
B
B
」
と
し
て
も
の
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
四
字
語
彙
の
使
用
と
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
の
詩
で
は
同
一
句
な
い
し
は
二
句
の
中
に
於
て
、

同
一
文
字
を
く
り
返
し
使
う
場
合
が
極
め
て
多
い
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
例
句
を
見
れ
ば
既
に
感
受
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
手
法
は
彼
の
詩
を
読
み
、
詩
を
鶉
く
者
に
重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
と
い
う
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
楊
萬
里
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
十
〕

う
人
物
は
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
人
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
彼
が
詩
中
に
採
用
し
た
僅
言
や
土
地
土
地
の
方
言
、
口

語
も
含
め
た
そ
れ
ら
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
独
自
の
詩
的
世
界
を
創
り
あ
げ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
彼
の
重
層
的
な
文
字
の
使
用
例
を
、
以
下
、
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。

　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
△

看
得
雪
光
還
似
月
　
雪
光
を
看
得
れ
ば
還
た
月
に
似
た
り

　
　
O
　
△
　
　
　
　
×
　
X

元
來
雪
月
一
般
般
　
元
来
雪
と
月
と
は
一
般
般

　
　
　
　
（
月
夜
観
三
首
、
其
二
）

　
　
　
　
O
　
△
　
O

伯
和
來
自
西
山
西

O
　
△

西
山
爽
氣
在
麗
目

伯
和
来
る
に
西
山
の
西
よ
り
す

西
山
の
爽
気
　
麗
目
に
在
り

楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現
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四
二

（
己
亥
正
月
二
目
送
李
伯
和
提
幹
蹄
豫
章
）

　
O
　
　
　
　
　
　
△
　
◎

宙
底
梅
花
瓶
底
老

△
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

瓶
邊
破
硯
梅
邊
好

　
　
　
　
（
春
興
）

宙
底
の
梅
花

瓶
邊
の
破
硯

瓶
底
に
老
ひ

梅
邊
に
好
し

○
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
竃

枕
上
還
郷
枕
上
回
　
枕
上
郷
に
還
る
も
枕
上
に
回
り

△
　
△
　
×
　
x

更
更
鮎
鮎
把
人
催
　
更
更
点
点
人
を
把
へ
て
催
す

　
　
　
　
（
夜
雨
濁
蟹
）

　
以
上
の
様
な
造
句
は
枚
挙
に
邊
が
な
い
。

　
右
に
見
た
同
一
文
字
の
繰
り
返
し
は
、
一
度
使
用
さ
れ
た
文
字
を
次
の
句
で
再
度
反
復
し
て
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
を
見
せ
る
。
ち

ょ
う
ど
一
つ
の
言
葉
が
次
の
言
葉
へ
重
な
り
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
あ
げ
る
作
用
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
、
彼
が
何
気
な

く
文
字
を
連
ね
て
い
る
（
と
考
え
ら
れ
る
）
所
が
、
楊
萬
里
の
詩
に
対
す
る
感
覚
の
鋭
さ
と
言
え
よ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
同
一
文
字
の
繰
り
返
し
は
、
読
む
者
や
聴
く
者
に
く
ど
い
感
じ
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
が
、
く
ど
さ
よ
り
は
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
響
く
所
が
、
彼
の
詩
の
持
ち
味
で
あ
り
、
作
詩
手
法
の
セ
ソ
ス
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
彼
の
詩
が
、
以
上
観
て
き
た
口
語
や
僅
言
、
方
言
と
い
っ
た
語
彙
の
白
由
な
操
作
と
共
に
、
今
一
つ
重
要
な
も
の
と
し
て
指
摘
し
た
い

の
は
、
発
想
や
観
察
の
視
点
の
し
な
や
か
さ
を
も
備
え
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
次
の
詩
を
見
て
み
よ
う
。

順
流
一
日
快
舟
行

薄
暮
風
濤
特
地
生

流
れ
に
順
ひ
一
目
快
き
舟
行

　
　
　
　
　
　
こ
と
さ
ら

薄
暮
　
風
濤
　
特
地
に
生
ず



不
是
江
神
驚
客
子
　
是
れ
江
神
の
客
子
を
驚
か
す
に
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ

勘
人
早
泊
莫
追
程
　
人
に
勧
め
て
早
く
泊
り
追
程
す
る
な
か
れ
と

　
　
　
　
（
夜
泊
曲
湾
）

　
船
旅
を
す
る
旅
人
は
、
風
に
ま
か
せ
て
す
べ
る
よ
う
に
江
を
進
ん
で
ゆ
く
が
、
黄
昏
時
に
な
っ
て
風
波
が
荒
く
な
り
始
め
た
。
こ
れ
は

か
わ江

の
神
が
旅
人
を
驚
か
す
た
め
で
は
な
く
、
先
を
急
ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
こ
こ
ら
で
停
泊
す
る
よ
う
に
と
、
そ
れ
と
な
く
勧
め
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
十
一
一

だ
、
と
詠
う
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
恐
ら
く
他
の
詩
人
な
ら
ば
別
の
詠
い
方
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
楊
萬
里
の
発
想
や
視
点
が
、
彼
の
詩
を
構
成
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
次
の
詩
も
観
察
の
視

点
と
い
う
面
か
ら
把
え
る
と
、
仲
々
秀
抜
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

下
轄
澤
將
野
亭
看

只
驚
脚
底
水
聲
寒

不
知
竹
外
長
江
近

忽
有
高
枕
出
寸
竿

か
ご
　
　
　
　
　
す
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
も

轄
を
下
り
澤
て
野
亭
を
將
っ
て
看
る

只
だ
脚
底
に
水
声
の
寒
き
に
驚
ろ
く

知
ら
ず
　
竹
外
に
長
江
近
き
を

忽
ち
高
楯
の
寸
竿
を
出
す
有
り

（
過
神
助
橋
亭
）

　
こ
の
詩
は
、
長
江
附
近
に
あ
る
茶
店
が
水
面
す
れ
す
れ
に
建
っ
て
い
て
、
急
に
、
船
の
高
い
帆
柱
が
ぬ
っ
と
現
わ
れ
て
驚
い
た
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
茶
店
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
人
々
が
目
に
し
た
光
景
を
、
彼
は
人
々
と
共
に
素
直
に
驚
き
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
、
何
の
作
意
も
感
じ
ら
れ
な
い
程
自
然
に
詠
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
詩
か
ら
も
楊
萬
里
と
い
う
人
物
の
着
想

や
視
点
の
柔
軟
さ
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

　
彼
の
詩
が
、
詩
語
が
織
り
な
す
重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
共
に
、
上
に
観
た
よ
う
に
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
や
視
点
、
加
え
て
口
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萬
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四
四

語
の
多
用
と
い
う
条
件
か
ら
受
け
る
親
し
み
易
さ
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
彼
の
詩
を
読
む
者
に
「
白
話
詩
人
」
と
い
う
印
象
を
形
創
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
一
言
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
彼
の
天
性
の
部
分
と
、
江
西
詩
派
か
ら
陳
師
道
、
王
安
石
、
唐
人
で

は
特
に
杜
甫
と
白
居
易
、
更
に
は
晩
唐
の
陸
亀
蒙
ま
で
を
も
、
自
己
の
詩
の
手
本
と
す
る
自
由
さ
。
恐
ら
く
そ
の
自
由
闇
達
な
姿
勢
の
産

物
と
し
て
彼
の
詩
が
存
在
し
て
い
る
と
言
う
事
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
小
論
で
は
、
彼
の
詩
の
中
に
現
わ
れ
る
口
語
表
現
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
彼
の
作
詩
態
度
に
も
触
れ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、

目
に
す
る
も
の
全
て
が
作
詩
の
対
象
と
な
り
得
た
し
、
そ
こ
に
こ
そ
彼
の
詩
の
本
領
が
あ
っ
た
、
と
結
論
づ
げ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

注
一
、
底
本
と
し
た
『
全
宋
詩
』
四
十
二
冊
目
の
詩
数
合
計
。

注
二
、
「
四
川
綿
陽
、
三
台
、
安
県
、
徳
陽
第
一
帯
地
方
、
称
呼
偏
凍
雨
爲
白
雨
。
六
月
炎
天
下
暴
雨
、
他
椚
呼
之
爲
”
打
白
雨
“
」
（
林

　
　
昭
徳
編
著
『
詩
詞
曲
語
雑
澤
』
、
一
九
八
六
、
四
川
人
民
出
版
杜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

注
三
、
「
己
東
之
峡
生
凌
漸
、
波
蒼
回
斡
人
得
知
」
（
「
後
苦
寒
行
」
）

注
四
、
『
宋
元
語
言
詞
典
』
（
龍
潜
庵
著
、
一
九
八
五
、
上
海
辞
書
出
版
杜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
◎

注
五
、
崔
道
融
「
病
起
」
詩
に
「
彊
撃
庭
樹
枝
、
喚
作
花
未
開
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

注
六
、
「
未
見
桃
花
面
皮
、
漫
作
杏
予
眼
孔
」

　
　
　
　
　
◎

注
七
、
「
春
秋
能
浩
蕩
、
送
別
又
如
何
」
（
李
嘉
祐
「
春
目
長
安
送
從
弟
尉
呉
縣
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
「
北
風
吹
雁
聲
能
苦
、
遠
客
鮮
家
月
再
圓
（
張
縫
「
馬
翅
西
棲
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎

注
八
、
「
劉
伶
盧
向
酒
中
死
、
不
得
酒
池
中
抽
浮
」

注
九
、
『
六
一
詩
話
』
参
照
。

注
十
、
以
下
の
文
章
は
、
楊
萬
里
の
詩
を
理
解
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
「
イ
ロ
ニ
ー
の
精
神
と
は
、
ま
さ
に
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
す
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
時
の
平
静
な
状
態
を
す
か
さ
ず
提
え
て
は
、

　
　
そ
の
遊
戯
を
再
開
す
る
」
（
u
頁
）
、
「
イ
ロ
ニ
ス
ト
は
そ
の
視
点
を
犠
牲
に
し
て
わ
れ
わ
れ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
事



　
　
実
、
細
部
は
笑
う
べ
き
も
の
と
い
う
よ
り
、
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
イ
ロ
ニ
ー
は
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
後
悔
に
同
意
し
、

　
　
す
べ
て
は
空
で
あ
る
が
、
何
も
の
も
空
で
は
な
い
、
と
断
定
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
㎜
頁
）
V
・
ジ
ャ
ソ
ケ
レ
ヴ
ィ
ツ
チ
著
、
久
米
博

　
、
訳
『
イ
ロ
ニ
ー
の
精
神
』
（
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
五
　
十
）

注
十
一
、
こ
れ
は
、
例
え
ば
「
風
波
が
荒
く
な
っ
て
来
た
の
で
こ
こ
に
停
泊
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
か
「
風
波
が
荒
く
な
っ
て
き
た
の
で

　
　
周
り
の
舟
も
既
に
停
泊
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

参
考
文
献

10987654321
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
江
藍
生
・
曹
廣
順
編
著
、
上
海
教
育
出
版
杜
、
一
九
九
七
・
十
一
。

『
唐
詩
口
語
の
研
究
』
塩
見
邦
彦
編
著
、
中
国
書
店
刊
、
一
九
九
六
・
一
。

『
宋
語
言
詞
典
』
衰
賓
・
段
暁
華
編
著
、
上
海
教
育
出
版
杜
、
一
九
九
七
・
十
一
。

『
宋
元
語
言
詞
典
』
龍
潜
庵
著
、
上
海
辞
書
出
版
杜
、
一
九
九
五
・
十
二
。

『
朱
子
語
類
口
語
語
彙
索
引
』
塩
見
邦
彦
編
著
、
中
文
書
店
、
一
九
九
二
・
五
。

『
詩
詞
曲
語
辞
睡
釈
』
上
・
下
、
張
相
著
、
中
華
書
局
、
一
九
六
三
・
二
。

『
宋
詩
研
究
』
胡
雲
翼
著
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
九
・
五
。

『
宋
詩
縦
横
』
趨
仁
珪
著
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
・
六
。

『
詩
詞
曲
詞
語
雑
釈
』
林
昭
徳
編
著
、
四
川
人
民
出
版
杜
、
一
九
八
六
・
三
。

「
剣
南
詩
稿
口
語
語
彙
索
引
稿
」
塩
見
邦
彦
編
著
、
『
島
大
言
語
文
化
』
M
5
、
一
九
九
八
・
七
。

楊
萬
里
詩
の
口
語
表
現

四
五


